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戸婚律盗耕種公私田条の復原について

戸
婚
律
は
、
婚
姻
や
家
族
関
係
に
つ
き
規
律
す
る
律
の
一
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
土
地
に
対
す
る
侵
害
行
為
を
処
罰
す
る
一

連
の
条
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
唐
律
に
よ
る
と
、
盗
耕
種
公
私
田
条
は
、
こ
れ
ら
の
条
文
の
最
初
に
位
置
す
る
。
日
本
律

の
当
該
部
分
は
逸
失
し
て
い
る
が
、
従
来
、
盗
耕
種
公
私
田
条
に
つ
い
て
は
そ
の
存
在
を
当
然
の
前
提
と
し
て
、
ご
く
わ
ず
か
の
律

文
の
み
が
復
原
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
復
原
方
法
は
疑
問
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
盗
耕
種
公
私
田
条
の
存
在
自
体
が
疑

（
１
）

わ
し
い
と
い
う
問
題
提
起
を
、
私
は
前
稿
に
お
い
て
行
な
っ
た
。

二
『
令
義
解
』
・
『
令
築
解
』
に
お
け
る
律
引
用
法

三
「
盗
耕
」
関
連
穴
記
注
釈
の
性
格

四
む
す
び

〔
目
次
〕

は
じ
め
に

は
じ
め
に 戸
婚
律
盗
耕
種
公
私
田
条
の
復
原
に
つ
い
て

梅
田
康
夫
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す
な
わ
ち
、
㈹
田
令
競
田
条
に
お
け
る
『
令
集
解
』
の
諸
注
釈
が
、
競
田
関
係
に
お
け
る
田
地
の
占
有
の
侵
害
に
対
し
て
、
戸
婚

律
盗
耕
種
公
私
田
条
の
適
用
で
は
な
く
、
一
般
的
な
盗
罪
の
処
罰
規
定
に
基
づ
く
科
刑
を
論
じ
て
い
る
こ
と
、
回
貞
観
一
七
年
（
八

七
五
）
の
大
政
官
符
で
は
、
絶
戸
田
の
「
隠
領
」
行
為
が
、
盗
耕
種
公
私
田
条
で
は
な
く
、
妄
認
公
私
田
条
に
対
す
る
違
犯
と
考
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
日
本
律
に
は
盗
耕
種
公
私
田
条
が
は
じ
め
か
ら
欠
け
て
お
り
、
そ
れ
は
、
日
本
に
特
有
な
田
地
の
借
耕

関
係
の
遺
存
に
よ
っ
て
、
そ
の
規
定
の
受
容
そ
の
も
の
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
お
い
て
、
す

べ
て
に
わ
た
っ
て
十
分
な
論
証
に
成
功
し
た
わ
け
で
は
勿
論
な
く
、
問
題
の
所
在
に
は
気
付
き
な
が
ら
も
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な

か、その注釈は何を根拠にしてなされているのか、という問題である。（２）
い
重
要
な
点
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
、
そ
の
後
幾
人
か
の
方
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
従
来
盗
耕
種
公
私
田
条
の
復
原
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
、
田
令
競
田
条
・
穴
記
の
注
釈
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の

（
３
）

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
『
令
義
解
』
・
『
令
集
解
』
に
お
け
る
律
文
の
引
用
法
を
全
体
的
に
考
察
し
、
そ
の
関
連
で
当
該
穴
記

の
注
釈
を
位
置
付
け
、
そ
し
て
次
に
、
当
該
穴
記
の
注
釈
内
容
自
体
の
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
注
釈
の
縁
由
に
つ
き
解
明
し
た
い
。

〆へ〆戸､

２１
､－〆、－戸

（
３
）
そ
の
他
、
小
口
氏
は
、
拙
論
に
つ
い
て
、
「
唐
戸
婚
律
の
「
盗
耕
種
」
と
「
妄
認
」
と
を
混
同
し
て
い
る
」
点
で
も
問
題
が
あ
る
と
述
べ
る
（
『
史
学
雑

誌
』
九
四
編
五
号
、
四
五
頁
）
・
そ
の
趣
旨
が
、
唐
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
お
よ
び
妄
認
盗
売
公
私
田
条
に
お
け
る
犯
罪
の
構
成
要
件
を
拙
論
が
混
同
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。
拙
論
は
、
両
者
を
区
別
し
て
は
じ
め
て
成
り
立
ち
得
る
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
踏
ま
え
て
立
論
し
て
い
る
。
た
だ
拙
論
に
お
い
て
は
、
両
者
の
区
別
が
も
っ
ぱ
ら
「
耕
種
」
お
よ
び
「
貿
売
」
と
い
う
行
為

態
様
の
相
違
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
は
い
さ
さ
か
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
「
妄
認
」
に

た
、
森
田
悌
氏
よ
り
皿

で
御
指
摘
を
頂
い
た
。

「
競
田
に
つ
い
て
」
（
滝
川
政
次
郎
博
士
米
寿
記
念
論
集
『
律
令
制
の
諸
問
題
』
九
七
頁
以
下
）
。

笠
井
純
一
氏
か
ら
は
北
陸
史
学
会
で
研
究
発
表
し
た
際
に
、
利
光
三
津
夫
氏
に
は
法
制
史
学
会
会
場
に
て
そ
れ
ぞ
れ
に
口
頭
で
御
指
摘
を
受
け
た
。
ま

、
森
田
悌
氏
よ
り
は
私
信
に
て
懇
切
な
御
教
示
を
頂
い
た
。
そ
し
て
、
小
口
雅
史
氏
か
ら
は
、
『
史
学
雑
誌
』
九
四
編
五
号
の
「
回
顧
と
展
望
」
の
中
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な
お
、
森
田
悌
氏
は
、
私
信
の
中
で
、
絶
戸
田
の
「
隠
領
」
行
為
は
、
法
的
詐
偽
に
基
づ
き
帳
簿
上
で
の
操
作
を
経
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
処

飼
す
る
根
拠
条
文
は
妄
認
公
私
田
条
に
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、
拙
論
に
対
す
る
疑
問
を
表
明
さ
れ
た
。
た
し
か
に
、
絶
戸
田
の
「
隠
領
」
行
為
が
、
単
な

る
事
実
上
に
お
い
て
の
占
有
を
侵
奪
す
る
の
で
は
な
く
、
権
原
そ
の
も
の
を
奪
取
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
盗
耕
種
公
私
田
条
で
は
な
く
、
妄
認
公
私

田
条
に
対
す
る
違
犯
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
絶
戸
田
の
「
隠
領
」
行
為
が
、
田
地
の
権
原
そ
の
も
の
の
奪
取
行
為
で
あ
り
、
何
ら
か

の
帳
簿
上
で
の
操
作
を
経
た
も
の
と
す
る
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
私
に
は
受
け
容
れ
難
い
。
前
稿
で
も
示
し
た
よ
う
に
絶
戸
田
の
「
隠
領
」
行
為
を
禁
じ

た
貞
観
一
七
年
（
八
七
五
）
の
大
政
官
符
で
は
、
「
隠
二
絶
戸
田
一
軒
為
二
耕
食
一
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
表
現
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
「
隠
領
」
行
為
は
、

事
実
上
の
占
有
侵
奪
行
為
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
か
か
る
「
隠
領
」
行
為
が
帳
簿
上
の
改
変
・
操
作
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
と
こ
こ
か
ら
断

言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
太
政
官
符
は
右
京
職
解
に
基
づ
き
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
畿
内

に
お
い
て
は
、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
よ
り
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
ま
で
の
間
全
く
班
田
収
授
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
虎
尾
俊
哉

『
班
田
収
授
法
の
研
究
』
三
二
六
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
大
政
官
符
の
発
せ
ら
れ
る
以
前
、
約
四
○
年
ほ
ど
の
間
全
く
班
田
収
授
が
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
も
し
、
帳
簿
の
改
変
・
操
作
に
よ
り
田
地
の
櫓
原
自
体
を
侵
奪
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
班
田
収
授
の
実
施
に
際
し
て
作
成
さ

れ
る
校
田
帳
や
田
図
・
田
籍
へ
の
虚
偽
記
載
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
行
は
、
そ
れ
ら
の
帳
簿
が
作
成
き
れ
る
時
点
で

な
け
れ
ば
、
お
よ
そ
不
可
能
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
絶
戸
田
の
「
隠
領
」
行
為
が
問
題
に
な
る
ま
で
の
約
四
○
年
の
間
、
全
く
班
田
収
授
が

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
田
図
・
田
籍
上
に
お
け
る
権
原
自
体
を
侵
奪
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
結
局
、
こ
の
「
隠
領
」
行
為
は
、
久
し
く
班
田
収
授
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
間
に
、
田
主
の
存
在
し
な
く
な
っ
た
田
地
を
事
実
上
「
不
法
」
に

占
有
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
故
、
そ
れ
は
、
本
来
な
ら
ば
や
は
り
盗
耕
極
公
私
田
条
に
よ
っ
て
処
断
さ
れ
る
べ
き
行
為
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
妄
認
公
私
田
条
に
よ
っ
て
そ
の
処
断
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
日
本
律
に
お
け
る
盗
耕
種
公
私
田
条
の

不
存
在
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
て
も
独
立
し
た
行
為
と
し
て
、
そ
の
行
為
内
容
を
分
折
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
拙
稿
発
表
の
後
に
公
刊
さ
れ
た
律
令
研

究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
』
六
（
鏑
燕
辨
巍
）
に
お
い
て
、
滋
賀
秀
三
氏
が
、
盗
耕
種
公
私
田
条
を
「
事
実
上
に
お
け
る
侵
耕
を
処
駒
す
る
も
の
」
（
二
四

六
頁
）
、
妄
認
盗
売
公
私
田
条
を
「
他
人
の
土
地
の
権
原
そ
の
も
の
を
侵
奪
す
る
行
為
を
処
鯛
す
る
規
定
」
（
一
一
四
八
頁
）
と
し
て
捉
え
、
「
妄
認
と
は
、

或
る
目
的
物
が
自
己
の
も
の
で
は
な
い
と
知
り
な
が
ら
そ
れ
を
指
し
て
自
己
の
も
の
だ
と
主
張
し
、
領
得
す
る
こ
と
を
言
う
」
（
二
四
七
頁
）
と
述
べ
て

い
る
こ
と
は
卓
見
で
あ
る
。
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『
令
義
解
』
や
『
令
集
解
』
を
一
読
し
た
人
に
と
っ
て
は
既
に
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
諸
注
釈
が
律
の
規
定
に
つ
き
言
及
す
る

場
合
、
様
々
な
表
現
の
仕
方
が
あ
る
。
ま
ず
、
律
の
規
定
の
所
在
表
示
の
仕
方
に
は
、
大
き
く
い
っ
て
三
通
り
の
形
式
が
存
在
す
る
。

す
な
わ
ち
、
㈹
単
に
律
と
だ
け
表
示
さ
れ
る
場
合
〈
回
（
何
）
律
ま
で
表
示
さ
れ
る
場
合
、
い
（
何
）
律
の
（
何
）
条
ま
で
表
示
さ

（
１
）

れ
る
場
合
、
の
一
一
一
段
階
で
あ
る
。
逸
失
し
た
日
本
律
の
復
原
を
、
『
令
義
解
』
や
『
令
集
解
』
所
載
諸
注
釈
に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
律

の
規
定
に
依
拠
し
て
行
な
う
場
合
、
唐
律
と
の
対
応
関
係
を
別
と
す
れ
ば
、
注
釈
内
容
か
ら
そ
の
所
在
条
文
が
明
ら
か
で
あ
る
の
は

い
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
勿
論
多
く
の
場
合
、
唐
律
と
日
本
律
と
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
規
定
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
言
及
さ
れ

た
律
の
規
定
の
所
在
条
文
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
前
提
と
も
い
う
べ
き
唐
律
と
日
本
律
と
の
同
一
性
に
疑

い
が
も
た
れ
る
場
合
、
単
に
唐
律
と
の
対
応
関
係
か
ら
、
そ
の
規
定
の
所
在
条
文
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
、
律
の
規
定
に
言
及
す
る
際
の
表
現
形
式
と
し
て
、
通
常
は
各
種
の
動
詞
な
い
し
前
置
詞
を
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
云
（
日
）
」
、

「
依
」
、
「
案
」
、
「
見
」
、
「
勘
」
、
「
検
」
、
「
於
」
等
の
語
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
前
三
者
が
比
較
的
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ（
２
）

れ
ら
各
種
の
動
詞
な
い
し
前
置
詞
と
、
前
述
し
た
一
二
段
階
の
所
在
表
示
が
組
み
合
わ
き
っ
て
、
い
く
通
り
も
の
表
現
が
で
き
あ
が
る
。

こ
の
う
ち
、
「
云
（
曰
）
」
の
場
合
の
み
、
所
在
を
示
す
表
現
の
直
後
に
こ
の
語
が
お
か
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
後
に
律
の
規
定
を
示
す

一
文
が
続
く
。
す
な
わ
ち
、
「
律
云
…
…
」
、
「
（
何
）
律
云
…
…
」
、
「
（
何
）
律
（
何
）
条
云
…
…
」
と
い
っ
た
形
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
形
式
に
従
っ
て
、
「
云
（
曰
）
」
と
い
う
動
詞
の
後
に
お
か
れ
た
一
文
は
、
大
体
の
と
こ
ろ
律
文
そ
の
も
の
の
引
用
と
い
っ
て
よ
い
。

勿
論
、
律
文
を
常
に
正
確
に
引
用
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
が
、
そ
の
引
用
を
比
較
的
忠
実
に
行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ま

ず
間
違
い
な
い
。
こ
れ
は
、
「
云
（
曰
）
」
と
い
う
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
そ
の
も
の
か
ら
も
、
十
分
に
推
察
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
『
令
義
解
』
・
『
令
集
解
』
に
お
け
る
律
引
用
法
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弁
重
め
げ
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
動
詞
や
前
置
詞
に
よ
っ
て
律
の
規
定
が
示
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
、
律
文
そ
の
も
の
を
引
用
し
て
い
る
と
は

必
ず
し
も
断
言
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
律
の
規
定
を
示
す
一
文
は
、
そ
の
語
よ
り
前
に
お
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
「
依
」
、

「
案
」
、
「
検
」
等
の
場
合
は
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
律
の
規
定
の
所
在
を
示
し
た
後
に
お
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
規
定

は
、
律
文
そ
の
も
の
の
引
用
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部
の
語
句
の
正
確
な
抜
書
で
あ
る
場
合
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

律
文
の
忠
実
な
引
用
で
は
な
く
、
そ
の
節
略
文
や
取
意
文
に
す
ぎ
な
い
場
合
や
、
あ
る
い
は
注
釈
者
の
解
釈
論
を
述
べ
て
い
る
場
合

も
決
し
て
ま
れ
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
既
に
自
明
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
応
念
の
た
め
管
見
に
及
ん
だ
い
く
つ
か
の
事
例

⑧
僧
尼
令
准
格
律
条
・
義
解
（
国
史
大
系
本
『
令
義
解
』
八
七
頁
）

⑧
職
頁
令
神
祇
官
条
・
義
解
（
国
史
大
系
本
『
令
義
解
』
三
○
頁
）

も
も
も
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
も
、

綱
、
依
レ
律
、
同
司
犯
二
公
坐
一
者
、
、
王
典
以
上
、
節
級
連
坐
、
故
知
判
官
以
上
稽
失
、
、
王
典
皆
得
二
検
出
一
（
傍
点
錐
者
）

ｐ
職
員
令
太
政
官
条
・
義
解
（
国
史
大
系
本
『
令
義
解
』
三
一
頁
）

、
田
、
、
、
、
、

鋼
、
唯
得
し
監
引
視
踏
印
｛
其
印
者
、
依
レ
律
、
長
官
執
掌
也
、
（
傍
点
筆
者
）

⑪
僧
尼
今
観
玄
象
条
・
穴
記
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
二
○
九
頁
）

、
、
、
、
、
、
、
、
や
、
、
、
も
も
、
、
、
、
、
、
（
３
）

〈
前
略
）
問
、
盗
二
仏
像
一
及
盗
供
養
何
、
答
、
依
レ
律
、
盗
二
仏
像
一
者
Ｐ
全
為
二
真
盗
一
其
盗
供
養
者
、
合
し
勘
二
律
本
法
一
也
、
（
後
略
、
傍
点
筆

伽
職
員
令
神
祇
官
条
・
讃
記
所
引
或
説
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
三
五
頁
）

（
前
略
）
問
、
所
謂
稽
失
者
、
何
誰
稽
失
が
答
、
長
官
以
下
稽
失
、
皆
約
二
此
勾
一
也
、
或
云
、
勾
二
己
以
下
穂
失
一
己
以
上
穂
先
不
し
得
し
勾
者
非
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
も
い
、
、
、
も
も
■

何
者
、
案
二
職
制
律
一
除
二
在
外
長
官
一
自
余
官
長
、
公
案
稽
失
及
行
事
失
錯
者
、
皆
応
二
勾
勘
及
糺
判
一
故
、
又
為
し
得
二
訪
察
精
審
、
庶
事
兼
挙

者
、-〆

之
股
一
故
也
、
（
後
略
、
傍
点
筆
者
）
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（
前
略
）
依
レ
律
、
雑
犯
死
罪
者
除
名
、
即
知
僧
尼
犯
二
死
罪
一
考
、
亦
先
還
俗
、
然
後
処
し
死
、
（
後
略
、
傍
点
筆
者
）

⑰
戸
令
為
里
条
・
穴
記
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
一
一
五
九
頁
）

穴
一
再
課
ゴ
殖
農
桑
一
調
、
課
依
レ
律
先
当
里
所
管
戸
田
等
、
所
在
里
長
合
二
催
殖
一
也
、
（
傍
点
筆
者
）

ま
ず
、
伽
の
場
合
、
「
案
一
一
職
制
律
一
」
以
下
の
方
は
、
一
見
律
文
の
ご
と
く
に
み
え
る
。
し
か
し
、
職
制
律
は
日
本
律
に
お
い
て
も

ほ
ぼ
完
全
に
残
存
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
か
か
る
一
文
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
職
制
律
の
条
文
の
規

定
内
容
か
ら
演
鐸
さ
れ
た
、
い
わ
ば
讃
記
に
よ
る
一
種
の
法
解
釈
論
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
職
制
律
在
外
長
官
使
人
有
犯
条
は
、

在
外
長
官
や
使
人
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
所
部
の
属
官
の
推
断
に
委
せ
ず
上
申
を
命
じ
て
い
る
。
「
除
二
在
外
長
官
一
」
の
部
分
は
、
明
ら

（
４
）

か
に
こ
の
条
文
の
規
定
か
ら
敷
折
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
職
制
律
公
事
応
行
而
稽
留
条
や
名
例
律
公
事
失
錯
条
等
の
規
定

内
容
が
こ
の
一
文
の
背
後
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
条
文
の
規
定
を
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
讃
記
の
解

釈
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧
の
場
合
、
「
同
司
犯
一
一
公
坐
一
者
」
の
部
分
は
Ｐ
そ
の
復
原
が
精
力
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
名
例
律
同
司
犯
公
坐
条
の
律
文
そ
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
主
典
以
上
、
節
級
連
坐
」
の
部
分
は
、
同
条
の
「
長
官
為
二
一
等
、
｜
次
官
為
二
一
等
、
｜
判
官
為
一
一
一
等
、
一
主

（
５
）

典
為
二
一
等
、
一
各
以
二
所
由
一
為
し
首
」
と
い
う
規
定
の
取
意
文
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
節
級
」
あ
る
い
は
「
節
級
連
坐
」
と
い
う
語
は
、

（
６
）

唐
律
の
疏
や
語
の
中
に
何
ヶ
所
か
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
日
本
律
に
お
い
て
も
職
制
律
大
祀
不
預
申
期
条
の
疏
や
一
戸
婚
律
輪
課
税
物
違

期
条
の
本
性
等
の
中
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
節
級
連
坐
」
と
い
う
用
語
の
縁
由
が
そ
こ
に
あ
る
と
し
て
も
Ｐ
義
解
の
当
該
一

文
が
、
律
文
そ
の
も
の
を
引
用
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
獄
令
公
坐
相
連
条
の
義
解
で
は
、
「
依
レ
律
、
同
司
犯
一
一
公
坐
一

者
、
即
為
二
四
等
連
坐
二
各
以
一
一
所
由
一
為
し
首
」
〈
傍
点
筆
者
）
と
し
て
、
一
部
を
除
き
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
形
で
名
例
律
同
司
犯
公
罪

条
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
れ
も
律
文
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

ｏ
に
つ
い
て
は
、
令
釈
や
讃
記
の
注
釈
を
も
参
照
す
れ
ば
、
こ
こ
で
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
律
の
規
定
は
、
職
制
律
在
外
長
官
私
人
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、
、
、
、

⑧
の
傍
点
部
分
に
つ
い
て
は
、
名
例
律
除
名
条
の
規
定
の
節
略
文
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
の
後
段
に
「
其
雑
犯
死
罪
、

、
、

即
在
し
禁
身
死
、
若
免
杉
死
別
配
、
及
背
レ
死
逃
亡
者
、
並
除
名
」
（
傍
点
筆
者
）
と
規
定
←
「
｛
」
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
間
部
分
を
省
略
－
）

て
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
は
律
文
の
引
用
で
は
あ
る
が
、
そ
の
忠
実
な
引
用
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。（
Ⅲ
）

最
後
に
⑪
に
つ
い
て
は
、
一
戸
婚
律
部
内
田
嬬
荒
蕪
条
を
勘
案
－
）
て
当
該
注
釈
文
を
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
戸
婚
律
は
残
存

し
な
い
が
、
同
条
に
は
、
「
凡
部
内
田
蒋
荒
蕪
者
、
以
十
分
論
、
一
分
答
舟
、
一
分
加
一
等
、
罪
止
徒
一
年
」
と
い
う
律
本
文
、
お
ょ

（
ｕ
）

び
「
部
内
、
謂
郡
及
里
長
所
管
田
」
と
い
う
律
疏
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
律
の
疏
議
に
は
「
里
正
一
身
得
罪
」
と
あ

り
、
里
正
の
責
任
が
厳
し
く
追
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
日
本
律
の
復
原
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
日
本
律
に
も
同

な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

有
犯
条
の
疏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
「
若
元
二
長
官
、
一
次
官
執
し
印
者
、
亦
同
二
長
官
一
」
と
あ
る
。
ま
た
、
長
官
が
死
罪

を
犯
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
「
若
留
レ
身
、
印
及
管
鋪
等
、
付
二
知
事
次
官
一
」
と
あ
る
。
義
解
の
注
釈
が
、
こ
れ
ら
の
疏
の
規
定
の
反

（
７
）

対
解
釈
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
８
）

⑪
に
つ
い
て
は
、
賊
盗
律
仏
像
条
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
「
几
盗
引
穀
仏
像
一
者
、
徒
一
二
年
、
即
僧
尼
盗
。
穀

仏
像
一
者
、
中
流
、
菩
薩
減
二
一
等
、
｜
盗
而
供
養
者
、
材
八
十
、
盗
穀
不
二
相
型
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
賊
盗
律
は
、
職
制
律
と
同
様
、

日
本
律
が
ほ
ぼ
完
全
に
残
存
す
る
篇
で
あ
る
。
仏
像
条
で
は
「
盗
穀
」
と
あ
り
、
仏
像
を
盗
ん
だ
上
で
そ
れ
を
穀
損
す
る
行
為
が
処

罰
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
僧
尼
が
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
な
え
ば
、
中
流
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
仏
像
を
盗

む
行
為
だ
け
で
あ
れ
ば
、
律
疏
に
「
有
一
一
鰄
入
祓
己
者
、
即
依
二
凡
盗
法
一
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
通
常
の
盗
罪
に

よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
穴
記
の
「
盗
二
仏
像
一
者
、
全
為
二
真
盗
一
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
「
其
盗
供
養
者
、
合
し
勘
二
律
本
法
一
也
」
と
は
、
仏
像
条
後
段
の
規
定
に
従
い
、
仏
像
を
盗
ん
で
「
供
養
」
す
る
者
は
杖
八

（
９
）

十
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
穴
記
は
こ
こ
で
律
本
文
そ
の
も
の
を
引
用
し
て
い
る
の
で
は
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以
上
へ
「
云
（
日
）
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
場
合
を
別
と
し
て
、
そ
の
他
の
各
種
の
動
詞
や
前
置
詞
に
よ
っ
て
律
の
規
定

内
容
が
言
及
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
律
文
の
忠
実
な
引
用
を
直
接
的
に
行
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
『
令
義
解
』
や
『
令
集
解
』
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
動
詞
や
前
置
詞
を
付
さ
ず
、
直
ち
に
律
の

規
定
内
容
に
触
れ
る
場
合
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
律
…
…
」
、
「
（
何
）
律
…
…
」
、
「
（
何
）
律
（
何
）
条
・
・
…
・
」
と
い
う
記
載
形

式
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
本
稿
が
検
討
対
象
と
す
る
田
令
競
田
条
・
穴
記
の
注
釈
も
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
記
載
形
式
に

従
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
律
の
規
定
内
容
が
言
及
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
こ
で
律
文
の
忠
実
な
引
用
が
な

さ
れ
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
前
述
し
た
場
合
と
同
様
に
曳
律
の
規
定
の
取
意
文
や
節
略
文
に
す
ぎ
な
い
場
合
や
、
さ
ら
に
注

釈
者
の
解
釈
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
決
し
て
ま
れ
で
は
な
い
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
掲
げ
る
。

⑪
僧
尼
令
外
国
条
・
義
解
く
国
史
大
系
本
『
令
義
解
』
八
九
頁
）

（
前
略
）
其
三
犯
一
一
百
日
苦
使
一
止
数
二
赦
降
之
後
一
為
し
坐
、
與
一
一
律
三
盗
徒
流
義
一
同
也
（
後
略
、
傍
点
華
者
）

⑧
賊
役
令
調
庸
物
条
・
令
釈
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
一
一
一
八
八
頁
）

釈
云
、
郡
司
亦
領
送
、
律
為
レ
有
一
一
国
郡
綱
典
一
故
、
（
傍
点
筆
者
）

⑥
考
課
令
国
郡
司
条
や
私
案
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
五
九
三
・
四
頁
）

私
案
、
計
二
郡
内
一
准
一
一
口
受
田
一
科
し
罪
、
今
所
在
之
田
既
非
一
一
部
内
一
依
レ
此
不
レ
科
し
罪
耳
歎
、
問
、
戸
婚
律
云
、
部
内
田
祷
荒
蕪
者
、
以
一
一
十

分
一
論
、
一
分
答
瑞
、
一
分
加
二
一
等
一
罪
止
二
徒
一
年
一
注
云
、
国
郡
各
以
二
長
官
一
為
し
首
、
佐
職
為
し
従
、
疏
云
、
部
内
、
綱
一
一
郡
及
里
長
所
管

且
若
郡
内
惣
。
計
准
レ
ロ
受
田
一
十
分
之
中
一
分
荒
蕪
者
、
答
舟
者
、
律
既
計
二
口
分
田
一
科
し
罪
、
而
何
蝉
引
計
雑
色
田
一
降
し
考
哉
、
（
傍
点
筆

様
の
規
定
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
穴
記
の
当
該
注
釈
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
参
照
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
戸
婚
律
は
残
存
し
な
い
の
で
確
か
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
律
文
そ
の
も
の
の
引
用
と
は
ま
ず
考
え

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

⑪
禄
令
奪
禄
条
・
令
釈
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
六
六
一
頁
）

者田
、－＝－勺
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や
、
、
、
も
も
勺
も
、
■
、

者
、
然
則
、
錐
一
一
良
稽
留
一
未
し
満
二
一
日
一
者
、
依
一
一
職
制
律
一
可
し
無
し
罪
也
、
但
檀
輿
律
、
為
二
新
任
国
司
一
立
レ
文
耳
、
凡
新
任
国
司
乗
二
駅
伝
馬
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺
、
、
■
、
も
も
、
、

到
二
任
所
国
一
必
進
。
納
国
府
一
更
差
し
便
可
し
進
ヨ
ー
「
上
京
一
耳
、
或
云
、
職
制
律
、
満
二
一
日
一
為
一
一
穂
留
時
一
立
レ
罪
也
、
捜
輿
律
、
為
下
未
し
満
一
一

＄
い
い
も
も
、
い

－
日
一
時
上
立
レ
罪
耳
、
（
後
略
、
傍
線
傍
点
筆
者
）

⑥
公
式
令
国
有
急
速
条
・
穴
記
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
八
六
○
頁
）

、
、
■
ｑ
、
。
、
、
、
、
、
、
、

後
穴
、
急
速
、
綱
断
獄
律
、
獲
一
一
死
罪
一
処
、
有
し
駅
者
、
発
し
駅
奏
是
也
、
於
一
一
劫
賊
等
一
非
也
、
捕
亡
令
私
記
解
之
也
、
（
後
略
、
傍
点
筆
者
）

脚
藤
牧
令
牧
牝
馬
条
・
令
釈
〈
国
史
大
系
本
『
令
築
解
』
九
一
九
頁
）

も
も
も
＄
、
⑪
勺
、
、
■

（
前
略
）
若
有
一
一
牝
十
疋
一
資
し
課
六
耳
、
何
者
、
厩
庫
律
、
放
飼
痩
者
不
し
満
し
十
者
、
｜
当
一
一
一
分
一
輪
故
、
（
後
略
、
傍
点
箪
者
）

、
厩
牧
令
死
耗
条
・
額
配
（
国
史
大
系
本
『
令
築
解
』
九
一
一
三
頁
）

、
▽
ら
も
も
、

額
云
、
死
耗
一
、
但
律
更
加
一
一
失
色
一
耳
、
但
死
失
並
同
、
可
レ
除
ゴ
ー
「
耗
十
内
一
也
、
（
後
略
、
傍
点
箪
者
）

仰
の
傍
点
部
分
は
、
賊
盗
律
三
犯
条
の
規
定
の
取
意
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
に
は
「
几
盗
経
し
断
後
、
価
更
行
盗
、
前
後
三

犯
し
徒
者
近
流
、
三
犯
し
流
者
紋
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
が
、
こ
の
規
定
内
容
の
要
点
を
ご
く
簡
潔
に
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。

⑥
の
傍
点
部
分
に
つ
い
て
、
三
浦
周
行
・
滝
川
政
次
郎
共
編
『
定
本
令
集
解
釈
義
』
の
頭
注
は
（
一
一
一
四
四
頁
）
、
戸
婚
律
国
郡
不
覚

脱
漏
増
減
条
お
よ
び
賊
盗
律
部
内
条
の
規
定
を
参
照
し
て
文
を
成
し
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
理
解
が
果
た
し
て
正
確
で
あ
る
か
否
か
、

ま
た
、
令
釈
の
注
釈
が
令
の
解
釈
論
と
し
て
成
功
し
て
い
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
そ
れ
が
律
文
を
直
接
に
引
用
し
て
い
な
い
こ
と

だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
穴
記
に
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
注
釈
文
が
あ
る
。

ｏ
の
傍
点
部
分
に
つ
い
て
は
、
戸
婚
律
部
内
田
鱒
荒
蕪
条
の
規
定
内
容
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
同
条
の
日

(E）
免､釈

公故云

⑧
公
式
令
計
会
式
条
・
額
記
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
八
三
○
頁
）

、
、
■
、
、
、
、
い
、
ｂ
■
、
、
、
、
も
も
も
も

（
前
略
）
又
云
、
断
獄
律
、
獲
レ
囚
之
処
、
即
須
三
過
し
便
速
報
二
応
し
減
之
所
一
是
者
、
（
傍
点
筆
者
）

⑰
公
式
令
駅
伝
馬
条
・
朱
記
（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
八
五
六
頁
）

朱
云
、

者
、
礫

還
到
一
一
日
之
内
送
納
者
、
通
。
来
京
一
紬
日
限
耳
、
此

若
限
内
遇
し
恩
、
及
印

〈
後
略
、
傍
点
筆
者
） 及
別
勅
復
任
者
並
免
レ
徴
、
遇
し
恩
、
鋼
遇
し
降
亦
同
、
何
者
、
名
例
律
会
二
赦
及
降
一
者
、
除
二
盗
詐
任
法
一
之
外
、
余
蔵
皆

朔
晒
二
而
簡
留
音
．
｜
日
菖
五
十
．
十
日
鮭
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本
律
は
一
部
し
か
復
原
で
き
な
い
。
し
か
し
、
復
原
さ
れ
た
部
分
や
唐
律
を
み
る
限
り
、
「
准
口
受
田
」
と
い
う
表
現
は
あ
る
が
、
特

定
の
地
目
・
田
種
を
示
す
表
現
は
な
い
。
従
っ
て
、
「
計
二
口
分
田
一
」
と
い
う
注
釈
文
は
、
讃
記
が
戸
婚
律
部
内
田
噂
荒
蕪
条
の
規
定

内
容
か
ら
導
き
出
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

⑪
の
傍
点
部
分
は
、
名
例
律
以
鰄
入
罪
条
の
取
意
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
に
は
、
「
会
赦
及
降
者
、
盗
詐
杠
法
、
猶
徴
正
鰄
、

（
肥
）

余
鰄
非
見
在
、
及
収
賦
之
物
、
限
内
未
送
者
、
並
従
赦
降
原
」
と
い
う
規
定
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
規
定
内
容
の
重

要
部
分
を
端
的
に
い
い
あ
ら
わ
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

⑥
は
断
獄
律
縦
死
罪
囚
条
の
引
用
で
あ
る
が
、
一
部
省
略
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
に
は
、
「
其
獲
囚
及
死
自
首
之
処
、
即
須
遺

（
、
）

使
速
報
応
減
之
所
」
と
い
う
規
定
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
「
死
自
首
」
の
部
分
が
当
該
注
釈
に
は
漏
れ
て
い
る
。

⑰
の
傍
線
部
分
は
、
職
制
律
関
契
事
詑
応
輸
納
条
を
駅
鈴
の
処
置
に
関
す
る
規
定
に
限
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
様

の
注
釈
文
は
令
釈
に
も
み
ら
れ
る
。
傍
点
部
分
は
、
そ
の
注
釈
内
容
か
ら
も
判
断
し
得
る
よ
う
に
、
注
釈
者
の
解
釈
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
檀
興
律
不
給
契
条
に
も
駅
鈴
の
処
置
に
関
す
る
規
定
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
り
、
両
条
の
関
係

を
め
ぐ
っ
て
そ
の
意
義
付
け
が
こ
こ
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
朱
記
所
引
或
説
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
注
釈
が
穴
記
所
引
或

説
に
も
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
「
故
職
制
律
計
し
日
科
、
檀
輿
律
不
レ
計
一
一
日
数
、
一
而
只
科
二
苔
四
十
一
」
と
さ
れ
て
い
る
。

⑥
の
傍
点
部
分
は
、
⑥
と
同
じ
く
断
獄
律
縦
死
罪
囚
条
の
規
定
の
節
略
文
で
あ
り
、
「
即
須
遣
使
速
報
応
減
之
所
」
の
部
分
が
完
全

に
省
略
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
、
同
条
の
前
掲
律
文
の
後
に
続
く
「
有
駅
処
発
駅
報
之
」
の
部
分
ま
で
引
用
し
て
い
る
が
、
「
報
之
」
が

「
麦
」
と
さ
れ
る
な
ど
あ
ま
り
正
確
な
引
用
と
は
い
え
な
い
。
同
じ
く
「
獲
二
死
罪
一
処
」
の
部
分
も
、
律
文
の
不
正
確
な
引
用
で
あ
る
。

㈲
の
傍
点
部
分
は
、
厩
庫
律
乗
駕
官
馬
牛
条
の
節
略
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
に
は
「
若
放
飼
痩
者
、
計
十
分
為
坐
、
一
分（
Ｍ
）

答
廿
、
一
分
加
一
等
、
即
不
満
十
者
、
｜
苔
舟
、
一
加
一
等
、
各
罪
止
杖
一
百
」
と
い
う
規
定
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

当
該
注
釈
は
、
こ
の
規
定
の
一
部
分
の
み
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
１
）
そ
の
他
、
注
な
い
し
疏
の
表
示
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
注
が
本
性
を
、
疏
が
律
疏
を
さ
す
と
は
限
ら
な
い
。

（
２
）
そ
の
他
、
間
接
的
に
律
の
規
定
の
存
在
を
明
示
す
る
表
現
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。
例
え
ば
、
「
…
…
律
有
し
文
」
、
「
律
内
…
…
」
、
「
律
意
・
・
…
・
」
、
「
律

所
レ
説
…
…
」
、
「
…
…
具
一
一
律
条
一
」
、
「
律
所
謂
…
…
」
、
「
律
科
罪
…
…
」
、
等
と
い
っ
た
表
現
で
あ
る
。

（
３
）
一
一
ヶ
所
に
あ
ら
わ
れ
る
「
盗
供
養
」
の
部
分
は
、
国
史
大
系
本
で
は
「
盗
一
一
供
養
一
」
と
返
り
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

一
）
の
部
分
は
、
賊
盗
律
仏
像
条
の
「
盗
而
供
養
者
」
に
当
る
と
す
れ
ば
、
返
り
点
を
付
さ
ず
読
み
下
す
方
が
よ
い
と
考
え
る
。

（
４
）
三
浦
周
行
・
滝
川
政
次
郎
共
編
『
定
本
令
集
解
釈
義
』
一
一
一
一
頁
頭
註
参
照
。

以
上
、
何
ら
か
の
動
詞
や
前
置
詞
を
媒
介
せ
ず
、
直
ち
に
律
の
規
定
に
つ
き
言
及
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も
律
文
の

引
用
が
忠
実
に
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
み
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
注
釈
者
の
見
解
が
一
種
の
解
釈
論
と
し
て
地
の

文
の
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
れ
は
律
文
と
は
直
接
に
関
係
し
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
そ
の
注
釈
文
を
根
拠
に
律
文

を
復
原
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
と
な
る
。

⑩
に
お
け
る
律
は
、
厩
』

の
引
用
文
で
は
な
い
。
す
上

と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
何
ら
か
の
動
詞
一

た
だ
し
、
僧
尼
の
場
合
は
、
名
例
律
比
徒
条
や
僧
尼
今
准
格
律
条
に
よ
っ
て
、
苦
使
と
い
う
閏
刑
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

前
掲
『
定
本
令
集
解
釈
義
』
二
三
○
頁
頭
註
で
は
、
同
条
の
他
に
戸
婚
律
里
長
不
覚
脱
漏
増
減
条
を
も
根
拠
条
文
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
お
そ
ら
く
、
「
戸
田
」
を
戸
と
田
の
二
種
類
の
範
轤
に
係
わ
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
た
め
の
失
考
で
あ
ろ
う
。
「
戸
田
」
と
は
戸
に
所
属
す
る
田
嶬
の

意
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
戸
ロ
の
問
題
は
何
ら
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

前
掲
『
定
本
令
菓
解
釈
義
』
歸

同
右
、
一
八
六
頁
頭
註
参
照
。

た
だ
し
、
僧
尼
の
場
合
は
、
⑤

律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日
本
律
令
』
五
〈
噸
“
鰄
趣
勺

前
掲
『
定
本
令
菓
解
釈
義
』
四
一
一
一
頁
頭
註
参
照
。

同
右
、
三
二
頁
頭
註
参
照
。

厩
庫
律
牧
馬
牛
死
失
課
不
充
条
を
さ
す
。
傍
点
部
分
の
注
釈
文
は
額
記
自
身
が
な
し
た
地
の
文
で
あ
り
、
律

す
な
わ
ち
、
厩
牧
令
死
耗
条
に
は
な
い
「
失
」
が
、
厩
庫
律
牧
馬
牛
死
失
課
不
充
条
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ

二
四
六
頁
。
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釈
部
分
で
あ
る
。

戸
婚
律
盗
耕
種
公
私

な
お
、
利
光
三
津
夫
氏
は
、
当
該
注
釈
を
、
唐
律
に
お
い
て
部
内
田
鱒
条
の
次
に
位
置
す
る
、
里
正
授
田
課
農
桑
条
と
の
関
連
で
捉
え
て
い
る
（
『
律

の
研
究
』
一
九
五
・
六
頁
）
。
そ
し
て
、
前
掲
『
訳
駐
日
本
律
令
』
二
（
祁
埣
鐘
箇
）
も
、
当
該
注
釈
と
部
内
田
轤
荒
蕪
条
の
関
連
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
の

復
原
の
典
拠
と
は
な
し
得
な
い
と
す
る
一
方
で
（
一
一
一
八
一
一
頁
）
、
唐
律
の
里
正
授
田
課
腱
桑
条
に
相
当
す
る
日
本
律
の
規
定
の
存
在
を
、
当
該
注
釈
か
ら

推
測
し
て
い
る
（
三
八
五
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
唐
律
の
里
正
授
田
課
農
桑
条
に
対
応
す
る
日
本
律
を
復
原
し
得
る
史
料
は
、
当
該
注
釈
を
一
応
別
に

す
れ
ば
他
に
は
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
日
本
律
に
お
い
て
同
条
が
存
在
し
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
前
提
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
り

わ
け
、
唐
律
の
疏
議
を
一
読
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
条
が
「
課
農
薬
」
と
い
う
こ
と
で
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
、
戸
内
永
業
田
に
お
け
る
桑
・

楡
・
棗
等
の
課
植
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
ご
と
く
、
唐
田
令
と
異
な
り
、
日
本
田
令
に
は
永
業
田
の
地
目

が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
日
本
律
が
こ
の
規
定
を
果
た
し
て
抵
抗
な
く
受
容
し
得
た
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
同
条
で
は
、
田
の
班
給
鬮
収
授
に
際
し

て
の
里
正
の
不
法
に
関
す
る
刑
嗣
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
唐
田
令
で
は
班
給
・
収
授
の
際
の
「
校
勘
造
簿
」
は
里
正
の
業
務
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

（
二
二
条
）
、
日
本
田
令
で
は
里
長
で
は
な
く
、
「
京
国
官
司
」
が
そ
の
業
務
に
携
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
班
田
条
）
。
以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、
唐
律
の

里
正
授
田
課
農
桑
条
に
対
応
す
る
条
文
は
、
も
と
も
と
日
本
律
に
欠
け
て
い
た
該
然
性
が
高
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』
二
（
醗
群
文
園
）
、
三
八
一
頁
。

（
前
略
）
苗
入
二
種
人
、
一
謂
其
年
直
者
、
入
二
改
判
之
人
、
一
為
し
佃
二
他
田
一
故
、
但
積
年
之
直
不
レ
還
、
為
下
経
二
判
断
一
佃
上
、
亦
不
レ

、
、
、
、
、
、
、
、

可
し
同
一
一
律
盗
耕
之
積
年
苗
子
一
故
、
（
後
略
、
傍
点
筆
者
）

三
「
盗
耕
」
関
連
穴
記
注
釈
の

前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』
三

前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』
二

同
右
、
一
三
一
頁
。

田
条
の
復
原
の

￣、ダーベ

上ITIt下体
も本港本
文文

篇閥
、￣、=〆

、、

た
め
に
用
い
ら
れ
る
史
料
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
田
令
競
田
条
・
穴
記
の
次
に
掲
げ
る
注

八
七
六
頁
。

四
三
二
頁
。

性
格
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戸婚律盗耕種公私田条の復原について
傍
点
部
分
が
問
題
の
箇
処
で
あ
り
、
そ
れ
は
果
た
し
て
律
文
か
否
か
、
も
し
た
と
え
律
文
で
あ
る
と
し
て
も
、
果
た
し
て
戸
婚
律

盗
耕
種
公
私
田
条
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）

（
２
）

と
こ
ろ
で
、
既
に
高
塩
博
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
に
関
連
す
る
注
釈
が
田
令
荒
廃
条
ｂ
穴
記
に
も
み
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
「
錐
二
職
位
功
田
、
一
若
盗
作
日
苗
子
還
二
官
主
一
」
と
あ
る
。
競
田
条
の
穴
記
と
同
様
、
田
地
の
侵
奪
行
為
に
伴
う
苗
子
（
収

穫
物
）
の
返
還
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
．
そ
う
い
う
意
味
で
注
釈
文
の
趣
旨
は
同
一
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
表
現
は
微
妙
に
異
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
競
田
条
の
穴
記
は
「
盗
耕
之
積
年
苗
子
」
と
述
べ
る
の
に
対
し
、
荒
廃
条
の
穴
記
は
「
盗
作
日
苗
子
」
と
述

べ
る
。
同
じ
穴
記
が
こ
の
よ
う
に
異
な
っ
た
表
現
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
も
し
両
者
の
注
釈
の
背
後
に
何
ら
か
の
律
の
規
定
が
存
在

す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
直
接
に
引
用
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
両
者
と
も
に
律
文
そ

の
も
の
の
引
用
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
一
方
は
律
文
の
直
接
的
引
用
、
他
方
は
そ
の
取
意
文
と
い
う
想
定
も
あ
り
得
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
注
釈
文
の
印
象
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
競
田
条
の
穴
記
の
方
が
律
文
に
よ
り
近
い
感
を
受
け
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
簡
潔
な
表
現
の
仕
方
は
節
略
の
可
能
性
を
大
い
に
予
想
さ
れ
る
し
、
何
よ
り
も
そ
こ
で
律
文
そ
の
も
の
が
引

用
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
荒
廃
条
で
も
律
文
そ
の
も
の
を
直
接
に
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
両
者
と
も
に
同

じ
穴
記
の
注
釈
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
位
置
は
『
令
集
解
』
の
中
で
非
常
に
近
接
し
た
所
に
あ
る
の
で
あ

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、
競
田
条
の
穴
記
の
背
後
に
、
た
と
え
何
ら
か
の
律
の
規
定
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
律
文
そ

の
も
の
を
直
接
に
引
用
し
た
と
は
考
え
難
い
。

次
に
、
律
の
規
定
の
所
在
表
示
の
仕
方
に
、
三
段
階
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
そ
の
所
在
条
文
が
明
ら
か
で
あ
る
の
は
、

〈
何
）
律
の
（
何
）
条
か
ま
で
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
競
田
条
の
穴
記
の
ご
と
く
、
そ
の
所
在
表
示
が
単
に
律
と
だ
け
あ
る

場
合
、
そ
の
注
釈
内
容
自
体
だ
け
か
ら
で
は
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
律
が
戸
婚
律
で
あ
る
か
否
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
し

て
、
戸
婚
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
で
あ
る
と
い
う
特
定
は
決
し
て
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
従
来
、
そ
れ
を
可
能
に
し
て
き
た
の
は
、
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唐
律
と
の
対
応
関
係
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
戸
婚
律
盗
耕
種
公
私
田
条
に
「
盗
耕
」
と
「
苗
子
」
の
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
競
田
条
・
穴
記
の
注
釈
は
、
盗
耕
種
公
私
田
条
の
規
定
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
鏡
田
条
・
穴
記
の
注
釈
内
容
は
、
本
当
に
唐
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
に
対
応
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
、
従
来
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
「
積
年
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
「
積
年
」
と
は
、
文
字
通
り
一
年
を
越
え
て
長

（
３
）

年
に
わ
た
っ
て
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
積
年
」
の
語
は
、
唐
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
そ

こ
で
い
う
「
苗
子
」
は
、
滋
賀
秀
三
氏
が
「
苗
子
と
は
、
そ
の
土
地
に
現
に
生
育
し
て
い
る
作
物
お
よ
び
消
費
さ
れ
ず
に
貯
え
ら
れ

て
い
る
当
年
度
の
収
穫
物
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
悪
意
の
占
有
の
全
期
間
の
果
実
を
評
価
し
て
そ
の
返
還
を
命
ず
る
も
の
で
は
な

（
４
）

い
と
考
、
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
年
間
の
収
穫
を
さ
す
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
「
積
年
苗
子
」
を
返
還
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
唐
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
で
は
、

田
地
の
侵
奪
行
為
に
対
す
る
量
刑
は
、
侵
奪
し
た
田
地
の
面
積
の
多
寡
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
田
地
の
果
実
に
対
す
る
侵
害
の
程

度
は
、
量
刑
そ
の
も
の
に
は
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
唐
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
に
よ
る
な
ら
ば
、
も
し
た

と
え
一
年
を
越
え
る
田
地
の
侵
奪
行
為
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
何
ら
量
刑
に
影
響
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
返
還
す
べ
き
「
苗

子
」
も
、
当
年
の
も
の
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
前
年
の
苗
子
は
返
還
し
よ
う
に
も
既
に
費
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
。
中
国
の
均
田
制
の
下
で
は
、
田
地
の
班
給
・
収
公
は
日
本
と
異
な
り
毎
年
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、

田
地
の
調
査
も
当
然
行
な
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
中
国
の
場
合
、
田
地
の
侵
奪
行
為
が
一
年
を
越
え
て
数
年
に
わ
た
る
よ
う
な
事
態
を
、

少
な
く
と
も
法
令
上
で
は
想
定
す
る
必
要
性
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
唐
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
の
構
造
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
に
対
応
す
る
日
本
律
が
存
在
し
、
競
田
条
・
穴
記
の
注
釈

（
５
〉

は
そ
れ
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
律
に
お
い
て
は
、
田
地
の
占
有
侵
宝
ロ

に
対
し
て
は
一
般
的
な
盗
罪
に
関
す
る
処
罰
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
量
刑
は
鰄
物
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
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戸婚律盗耕種公私田条の復原について
具
体
的
に
は
侵
害
を
受
け
た
田
地
の
果
実
を
評
価
し
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
臓
物
の
価
格
評
価
は
、
名
例
律
平
鰄
条
に
よ
っ
て
、
犯

行
当
時
の
臓
物
の
時
価
を
上
布
の
公
定
価
格
に
換
算
し
て
行
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
鰄
物
の
価
格
に
よ
っ
て
量
刑
が
定

（
６
）

め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
名
例
律
以
鰄
入
罪
条
は
、
そ
の
鰄
物
の
返
還
義
務
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

几
以
鰄
入
罪
、
正
鍼
見
在
者
、
還
官
主
、
転
易
得
他
物
及
生
産
蕃
忠
、
皆
為
見
在
、

こ
の
本
注
に
あ
る
よ
う
に
、
臓
物
は
た
と
え
「
転
易
」
し
て
「
他
物
」
に
姿
を
変
え
よ
う
と
、
そ
の
臓
物
と
し
て
の
性
質
は
失
な

わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
見
在
」
す
る
限
り
、
も
と
の
持
主
へ
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
同
条
は

（
７
）

続
い
て
「
己
費
用
者
、
死
及
配
流
勿
徴
」
と
規
定
し
て
お
り
、
た
と
え
既
に
鰄
物
が
費
消
さ
れ
た
と
し
て
も
、
死
罪
・
流
罪
の
場
合

を
除
き
、
そ
の
追
徴
を
行
な
う
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
田
地
の
侵
奪
行
為
を
一
般
の
盗
罪
の
問
題

と
し
て
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、
盗
取
さ
れ
た
当
年
の
「
苗
子
」
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
に
遡
っ
て
「
積
年
苗
子
」
の
価
格
評
価
に
従
っ

て
そ
の
量
刑
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
基
準
に
鰄
物
の
返
還
義
務
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。
鏡
田
条
・
穴
記
に
お
い
て
、

「
積
年
苗
子
」
の
返
還
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
競
田
条
・
穴
記
の
注
釈
は
、
唐
律
の
盗
耕
種
公
私
田
条
に
対
応
す
る
日
本
律
の
直
接
的
な
引
用
文
で
あ

り
得
な
い
こ
と
が
、
再
度
確
認
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
で
は
、
穴
記
の
注
釈
は
何
を
根
拠
に
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ

の
考
え
方
と
し
て
は
、
そ
の
注
釈
の
直
接
的
な
根
拠
と
な
る
規
定
は
な
く
、
そ
れ
は
穴
記
が
独
自
に
な
し
た
注
釈
文
と
す
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
理
解
も
全
く
不
可
能
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
賊
盗
律
の
盗
罪
に
関
す
る
規
定
や
、
前
述

し
た
名
例
律
の
平
鰄
条
お
よ
び
以
鰄
入
罪
条
等
の
規
定
か
ら
演
鐸
し
て
、
穴
記
が
田
地
の
侵
奪
行
為
に
則
し
て
解
釈
論
を
展
開
し
た

と
す
る
見
方
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
他
の
注
釈
書
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
形
で
展
開
さ
れ
た
解
釈
論
に
、
穴
記
が
依
拠
し
て
い
る
と

す
る
見
方
も
あ
り
得
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
場
合
は
、
「
盗
耕
」
、
「
苗
子
」
と
い
う
表
現
自
体
は
、
唐
律
の
知
識
に
基
づ
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
穴
記
が
明
白
に
律
云
々
と
躯
っ
て
い
る
こ
と
や
、
荒
廃
条
に
お
い
て
も
同
趣
旨
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の
注
釈
が
み
ら
れ
る
点
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
理
解
に
は
い
さ
さ
か
な
ら
ぬ
不
安
が
伴
う
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。

や
は
り
穴
記
の
注
釈
の
根
拠
と
な
る
規
定
が
、
律
の
何
処
か
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
は
、
正
直
い
っ
て
拭
い
難
い
。

し
か
し
、
そ
れ
を
盗
耕
種
公
私
田
条
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
賊
盗
律
の
盗
罪
に
関
す
る
条
文
の
律
疏
は
も
と
よ
り
、

そ
の
他
の
条
文
に
も
、
そ
れ
に
該
当
す
る
よ
う
な
規
定
の
存
在
は
、
現
在
の
律
復
原
の
段
階
で
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
少
し

ば
か
り
視
点
を
変
え
て
、
こ
の
点
を
追
求
し
て
み
よ
う
。

律
の
逸
文
の
中
に
は
、
律
文
あ
る
い
は
そ
れ
に
基
づ
く
注
釈
文
で
あ
る
の
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
そ
の
所
在
条
文
が
必
ず
し
も
定
か

で
は
な
い
も
の
が
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
田
令
応
給
位
田
条
・
古
記
所
引
一
云
の
一
文
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

｜
云
、
五
位
以
上
、
身
亡
之
日
、
封
禄
並
停
、
唯
位
田
賜
田
功
田
、
一
班
之
内
、
聴
二
再
班
収
授
、
一
戸
婚
律
明
文
也
、

こ
の
史
料
は
、
大
宝
令
に
お
け
る
口
分
田
収
公
規
定
を
復
原
す
る
際
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
末
尾
に
「
戸
婚
律
明
文

也
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
古
記
所
引
一
云
は
、
戸
婚
律
の
中
の
あ
る
条
文
を
参
照
し
て
、
こ
の
一
文
を
な
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
戸
婚
律
の
あ
る
条
文
を
、
小
林
宏
氏
等
は
、
「
直
ち
に
断
定
は
為
し
難
い
」
と
し
な
が
ら
も
過
年
限
賃
租
田
条
に

（
８
）

比
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
特
に
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
も
、
過
年
限
賃
租
田
条
以
外
に
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
条
文
を

見
出
す
の
は
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
同
条
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
唐
戸
婚
律
売
口
分
田
条
に
対
応
す
る
条
文
で
あ
り
、
唐
律

が
ロ
分
田
の
売
買
禁
止
規
定
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
を
田
地
一
般
に
関
し
て
、
一
年
を
越
え
る
賃
租
を
禁
ず
る
規
定
に
あ
ら
た
め

た
も
の
で
あ
る
。
律
の
規
定
の
中
で
は
、
珍
ら
し
く
日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
唐
律
の
規
定
を
大
幅
に
改
変
し
た
条
文
の
一
つ
で

（
９
）

あ
る
。
養
老
律
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
部
分
が
復
原
さ
れ
て
い
る
。

凡
過
年
限
賃
租
田
者
、
一
段
苔
十
、
二
段
加
一
等
、
罪
止
杖
一
百
、
①
地
還
本
主
、
財
没
不
追
、
功
田
不
在
此
腿

謂職田位田賜田及口分田者也、⑩
①
の
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
律
疏
が
存
在
す
る
。
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さ
て
、
問
題
は
後
半
の
田
地
に
係
わ
る
部
分
で
あ
る
が
、
私
は
、
こ
の
部
分
を
、
過
年
限
賃
租
田
条
の
「
功
田
不
在
此
限
」
と
い

う
本
注
と
の
関
連
で
理
解
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
功
田
の
み
が
過
年
限
賃
租
田
条
の
適
用
を
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

律
疏
で
は
、
過
年
限
賃
租
田
条
の
適
用
を
受
け
る
田
と
し
て
、
職
田
・
位
田
・
賜
田
・
口
分
田
を
掲
げ
て
い
る
。
も
し
こ
の
よ
う
な

本
性
や
律
疏
が
大
宝
律
に
も
存
在
し
、
そ
れ
が
養
老
律
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
規
定
は
、
大
い
に
論
議
を
惹
起
せ
ざ

一
見
す
る
限
り
で
は
、
先
の
古
記
所
引
一
云
の
注
釈
は
、
こ
の
過
年
限
賃
租
田
条
の
規
定
と
あ
ま
り
関
係
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
し
か
に
、
年
限
を
過
ぎ
る
賃
租
禁
止
の
問
題
と
、
田
地
の
収
公
の
問
題
は
次
元
を
異
に
す
る
。
過
年
限
賃
租
田
条
の
「
地
還
本
主
」

の
規
定
と
の
関
連
で
、
古
記
所
引
一
云
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
内
容
の
規
定
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
推
定
も
可
能
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
違
法
な
賃
租
行
為
の
結
果
本
来
の
田
主
に
田
地
を
返
還
す
る
問
題
と
、
田
主
の
死
亡
に
伴
い

国
家
に
田
地
を
収
公
さ
れ
る
問
題
と
は
、
あ
ま
り
に
も
懸
隔
が
あ
り
す
ぎ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
古
記
所
引
一
云
の
注
釈
に
は
功

田
も
み
え
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
功
田
は
過
年
限
賃
租
田
条
の
適
用
対
象
外
で
あ
り
、
「
地
還
本
主
」
と
い
う
事
態
は
生
じ
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
、
古
記
所
引
一
云
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
内
容
の
規
定
が
存
在
し
得
る
．
の
か
、

お
よ
そ
想
像
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
大
宝
律
は
養
老
律
と
大
幅
に
異
な
る
規
定
内
容
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
話
は

別
で
あ
る
が
、
や
は
り
基
本
的
な
点
で
両
者
が
大
き
く
相
違
し
て
い
た
と
考
え
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
当
該
注
釈
末
尾
の
「
戸
婚
律
明
文
也
」
と
あ
る
部
分
は
、
古
記
所
引
一
云
全
体
に
係
わ
っ
て

い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
唯
位
田
賜
田
功
田
」
以
下
の
後
半
部
分
に
の
み
係
わ
っ
て
い
る
の
か
、
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
お
そ
ら
く
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
者
と
断
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
半
部
分
は
封
禄
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
田

地
を
規
定
対
象
と
す
る
過
年
限
賃
租
田
条
に
と
っ
て
は
異
質
な
も
の
と
い
え
る
。
禄
令
食
封
条
に
は
、
五
位
以
上
の
封
禄
に
つ
い
て
、

封
主
が
「
無
し
故
不
レ
上
」
場
合
の
措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
前
半
部
分
は
、
こ
の
規
定
を
主
に
参
照
し
て
作
成
さ
れ
た
注
釈
で
あ

ろ
う
。
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る
を
得
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
田
令
賃
租
田
条
で
は
、
「
図
」
だ
け
は
例
外
と
し
て
、
す
べ
て
の
田
の
賃
租
は

一
年
間
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
何
故
功
田
の
場
合
の
み
、
年
限
を
過
ぎ
る
賃
租
が
処
罰
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
か
、

当
然
特
別
の
説
明
が
必
要
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
か
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
が
、
お
そ

ら
く
収
公
の
問
題
を
通
し
て
そ
の
説
明
が
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
位
田
・
賜
田
と
同
じ
く
、
功
田
に
お
い
て
は
「
再

班
収
授
」
の
収
公
方
法
が
と
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
功
田
の
場
合
、
田
主
の
死
亡
が
、
必
ず
し
も
収
公
事
由
の
発
生
と
は
な
ら
な
い

こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
田
令
功
田
条
に
よ
り
、
大
功
田
は
代
々
世
襲
が
認
め
ら
れ
、
上
功
田
は
「
三
世
」
、
中
功

田
は
「
二
世
」
、
下
功
田
は
子
に
伝
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
令
応
分
条
に
よ
れ
ば
、
功
田
は
、
奴
蜂
・

田
宅
・
資
財
等
と
と
も
に
相
続
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
功
田
の
場
合
、
他
の
田
地
よ
り
も
長
期
に
わ
た
る
保
有
を
認
め

ら
れ
る
が
故
、
年
限
を
過
ぎ
る
賃
租
も
、
処
罰
の
対
象
と
は
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
果
た
し
て
説
得
力
あ
る
理
由
付

け
と
い
え
る
か
は
と
も
か
く
、
功
田
は
、
他
の
田
地
よ
り
も
幾
分
私
有
的
性
格
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
記
所
云
一
云
の
当
該
注
釈
部
分
は
、
功
田
が
過
年
限
賃
租
田
条
の
適
用
を
除
外
さ
れ
る
理
由
と
の
関
連
で
、
そ

の
収
公
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
文
脈
の
中
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
律
文
あ
る
い
は
そ
れ
に
基
づ
く
注
釈
文
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
所
在
条
文
を
十
分
な
根
拠
を

も
っ
て
確
認
し
難
い
の
は
、
そ
の
所
在
条
文
と
党
し
き
も
の
が
唐
律
を
大
き
く
変
改
し
、
日
本
律
に
独
特
の
内
容
を
有
し
て
い
る
が

故
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
唐
律
と
の
対
応
関
係
に
よ
っ
て
所
在
条
文
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
過
年
限
賃
租
田
条
に
お
い
て
、
唐
律
と
条
文
上
の
規
定
は
全
く
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
同
条
の
基
本
的
性
格
が

変
改
を
蒙
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
規
定
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
多
少
変
化
し
た
部
分
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
地
還
本
主
、
財
没
不

追
」
の
部
分
で
あ
る
。
前
段
の
『
地
還
本
主
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
唐
律
の
場
合
の
「
地
」
は
口
分
田
の
み
を
さ
す
の
に
対
し
、

日
本
樺
の
場
合
は
、
そ
の
他
の
田
種
を
も
含
め
て
い
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
相
違
は
あ
る
意
味
で
は
単
純
明
快
で
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あ
り
、
規
定
の
趣
旨
自
体
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。
問
題
は
、
後
段
の
「
財
没
不
追
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
規
定
が
意
味
す
る

（
、
）

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
唐
律
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
明
瞭
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
同
趣
］
曰
の
規
定
は
、
唐
田
令
一
七
条
に
も
存
在

す
る
。
こ
の
規
定
に
つ
い
て
、
滋
賀
秀
三
氏
は
、
「
財
没
不
追
と
は
、
す
で
に
支
払
わ
れ
た
代
金
は
売
主
が
取
得
し
た
ま
ま
と
し
、
返

（
吃
）

還
を
命
じ
な
い
と
い
う
意
味
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
戴
炎
輝
氏
は
「
財
没
不
追
者
、
地
価
没
収
、
未
付
部
分
不
追
徴
之
意
」

（
凪
〉

と
述
べ
、
代
金
は
国
が
没
収
し
、
未
支
払
い
の
部
分
は
追
徴
し
な
い
意
味
と
解
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仁
井
田
陞
氏
は
、
「
売
買
代
金

（
Ⅵ
）

を
追
徴
す
る
こ
と
を
し
な
い
が
、
土
地
は
之
を
原
所
有
者
に
返
還
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

は
必
ず
し
も
明
噺
で
は
な
い
が
、
売
主
が
未
支
払
い
の
代
金
を
買
主
よ
り
追
徴
で
き
な
い
意
味
の
規
定
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
様
の
説
の
う
ち
、
私
は
、
戴
説
が
律
の
規
定
の
本
来
の
意
に
最
も
近
い
と
考
え
た
い
。
「
財
没
」
の
「
没
」
と
は
、
や
は
り

没
官
に
通
ず
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
滋
賀
説
は
、
唐
戸
婚
律
妄
認
盗
売
公
私
田
条
に
み
え
る
「
苗
子
及
買
地
之
財
、
並
入
地
主
」
と
い

（
胸
〉

う
疏
議
の
注
釈
を
一
つ
の
根
拠
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
い
、
７
「
買
地
之
財
」
と
は
、
「
苗
子
」
と
同
じ
く
、
田
地
に

付
随
し
て
存
在
す
る
財
貸
（
た
と
え
ば
礪
磑
や
簡
易
な
建
築
物
等
）
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
土
地
売
買
の
対

価
と
必
ず
し
も
断
言
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
た
と
え
そ
れ
が
土
地
売
買
の
対
価
を
意
味
す
る
と
し
て
も
、
果
た
し
て

そ
の
疏
議
が
、
律
の
規
定
の
本
来
的
な
意
味
に
則
し
て
注
釈
を
行
な
っ
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
唐
律
に
お
け
る
口
分
田
の
売
買
禁
止
規
定
を
、
日
本
律
が
年
限
を
越
え
る
田
地
の
賃
租
禁
止
規
定
に
あ
ら
た

め
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
「
財
没
不
追
」
の
規
定
内
容
も
、
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
唐
律
に
お
い
て
、
「
財
」

と
は
土
地
売
買
の
代
価
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
原
則
的
に
は
、
売
買
行
為
に
伴
っ
て
買
主
か
ら
売
主
に
支

払
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
律
に
お
い
て
「
財
」
と
は
、
賃
租
に
お
け
る
対
価
、
す
な
わ
ち
「
価
値
」
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

周
知
の
ご
と
く
田
令
公
田
条
の
諸
注
釈
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
春
な
い
し
秋
に
支
払
わ
れ
、
前
者
を
「
賃
」
と
い
い
、
後
者
を
「
租
」

と
い
う
。
そ
し
て
、
公
田
賃
租
の
場
合
、
古
記
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
収
極
の
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
。
日
本
律
に
お
け
る
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「
財
」
は
、
賃
租
期
間
中
の
収
穫
物
す
べ
て
を
さ
す
可
能
性
も
考
え
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
賃
租
の
対
価
と
い
う
点
で
捉
え
る
な

ら
ば
、
や
は
り
そ
れ
は
、
収
種
物
の
一
部
に
相
当
す
る
「
価
値
」
あ
る
い
は
「
地
子
」
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
賃
租
の
対
価
と

し
て
の
「
価
値
」
は
、
一
年
を
越
え
る
違
法
な
賃
租
契
約
の
場
合
、
そ
の
現
実
の
支
払
い
形
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
れ
、
原
理
的
に
は

数
年
分
の
「
価
値
」
の
集
積
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
律
に
お
け
る
「
財
」
は
、
違
法
な
賃
租
行
為
が

摘
発
さ
れ
た
そ
の
当
年
の
「
価
値
」
の
み
を
さ
す
の
か
、
そ
れ
と
も
累
年
に
お
よ
ぶ
賃
租
の
対
価
と
し
て
の
「
価
値
」
す
べ
て
を
含

む
の
か
、
あ
る
い
は
、
合
法
と
な
る
一
年
分
の
「
価
値
」
を
控
除
し
た
残
り
す
べ
て
を
い
う
の
か
、
が
当
然
に
問
題
と
さ
れ
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
日
本
律
の
編
纂
者
が
、
唐
律
の
売
買
禁
止
規
定
を
、
一
年
を
越
え
る
賃
租
に
対
す
る
処
嗣
規
定
に

変
改
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
律
に
の
み
固
有
の
問
題
で
あ
る
。

私
は
、
本
稿
が
解
明
の
対
象
と
す
る
田
令
競
田
条
・
穴
記
の
注
釈
は
、
ま
さ
に
こ
の
問
題
と
の
係
わ
り
で
存
在
す
る
律
の
規
定
を

参
照
し
て
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
「
財
没
不
追
」
の
規
定
の
後
に
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
律
疏
が

存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
解
が
得
ら
れ
た
の
か
、
正
確
な
こ
と
は
勿
論
皆
目
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
前
述
し
た
唐
戸

婚
律
妄
認
盗
売
公
私
田
条
の
「
苗
子
及
買
地
之
財
、
入
地
主
」
と
い
う
疏
議
に
よ
れ
ば
、
当
年
の
収
種
は
田
地
に
付
随
し
て
も
と
の

田
主
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
論
理
が
、
日
本
律
に
お
い
て
も
「
地
還
本
主
」
の
解
釈
と
し
て
通
用
す
る
な
ら
ば
、

「
財
」
を
当
年
の
収
穫
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
「
価
値
」
に
限
定
す
る
こ
と
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
「
財
」
の
範
囲
に
つ

い
て
、
累
年
に
お
よ
ぶ
賃
租
の
対
価
と
し
て
の
「
価
値
」
の
す
べ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
一
年
分
を
控
除
し
た
合
計
と
す
る
解
が
与
え

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
解
を
得
る
過
程
に
お
い
て
、
田
地
の
長
年
に
わ
た
る
侵
奪
行
為
に
伴
う
既
得

の
収
稜
物
を
ど
の
よ
う
に
処
置
す
る
か
、
と
い
う
問
題
と
の
比
較
較
量
が
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

日
本
律
に
お
い
て
は
、
田
地
の
侵
奪
行
為
も
通
常
の
盗
罪
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
が
故
に
、
鰄
物
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
「
積
年
苗

子
」
に
よ
り
量
刑
が
定
ま
り
、
ま
た
そ
れ
に
相
当
す
る
分
を
、
正
鰄
と
し
て
も
と
の
田
主
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
財
没
不
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（
８
）
前
掲
『
日
本
律
復
原
の
研
究
』
四
二
四
頁
。

（
９
）
前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』
二
（
“
》
丈
何
）
、
三
七
一
一
頁
。

（
皿
）
律
文
の
騨
成
か
ら
す
る
と
、
「
功
田
不
在
此
限
」
と
い
う
本
性
部
分
と
、
当
該
律
疏
の
位
置
に
や
や
不
審
が
残
る
が
、
過
年
限
賃
租
田
条
の
復
原
史
料

で
あ
る
、
田
令
賃
租
条
・
朱
記
所
引
私
案
に
お
け
る
配
置
に
基
づ
く
従
来
の
復
原
案
に
一
応
従
っ
て
お
く
。

（
ｕ
）
こ
の
規
定
の
解
釈
に
関
す
る
諸
説
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
本
学
部
東
洋
法
制
史
担
当
の
中
村
茂
夫
教
授
よ
り
御
教
示
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ

（
５
）
前
掲
拙
稿
九
八
～
一
○
○
頁
。

（
６
）
前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』
二

（
７
）
同
右
、
一
三
○
頁
。
な
お
、
ｊ

律
復
原
の
研
究
』
三
二
八
頁
）
。

（
１
）
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
綱
『
日
本
律
復
原
の
研
究
』
七
○
一
・
二
頁
。

（
２
）
こ
の
注
釈
文
そ
の
も
の
は
、
律
令
田
制
に
お
け
る
公
田
・
私
田
概
念
と
の
関
係
で
従
来
よ
り
著
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
戸
婚
律
盗
耕
種
公
私
田

条
と
の
関
係
で
捉
え
る
高
塩
氏
の
論
に
つ
い
て
は
、
前
稿
執
華
の
際
全
く
失
念
し
て
い
た
。
不
明
を
恥
じ
る
と
と
も
に
、
高
垣
氏
に
は
先
に
私
信
に
て
陳

謝
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

（
３
）
荒
廃
条
・
穴
記
の
「
盗
作
日
」
と
い
う
表
現
も
、
田
地
の
侵
奪
期
間
を
通
計
し
て
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』
六
（
緬
騨
率
）
、
二
四
五
頁
夕

迫
」
の
後
に
続
く
律
疏
部
分
で
は
、
こ
（

き
立
論
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
田
令
競
田
条
・
穴
記
の
「
盗
耕
」
関
連
注
釈
に
み
え
る
律
は
、
戸
婚
律
盗
耕
種
公
私
田
条
で

は
な
く
、
戸
婚
律
過
年
限
賃
租
田
条
の
「
財
没
不
追
」
の
規
定
に
関
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
律
疏
部
分
を
さ
す
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
な
お
、
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
律
に
お
い
て
、
律
疏
は
律
本
文
と
同
時
に
一
体
の
も
の
と
し
て
成
立
し
、
そ
の
部
分
の
引
用
も

た
だ
単
に
律
と
の
み
表
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

（“鉾文圃）、
小
林
宏
氏
は
、

こ
の
よ
う
な
「
盗
耕
之
積
年
苗
子
」
に
関
す
る
解
釈
論
を
展
開
し
た
上
で
、
「
財
」
の
範
囲
に
つ

一
二
九
頁
。

唐
律
と
同
じ
く
、
「
余
皆
徴
之
」
と
い
う
規
定
が
そ
の
後
に
存
在
し
た
と
推
定
し
て
い
る
（
前
掲
『
日
本
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従
来
、
戸
婚
律
盗
耕
種
公
私
田
条
を
復
原
す
る
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
、
田
令
競
田
条
・
穴
記
の
「
盗
耕
」
関
連
注
釈
は
、

果
た
し
て
本
当
に
そ
の
よ
う
な
性
格
を
有
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
以
上
拙
な
い
検
討
を
加
え
て
き
た
。

二
節
で
は
、
そ
の
予
備
的
考
察
と
し
て
、
ま
ず
『
令
義
解
』
・
『
令
集
解
』
に
お
け
る
律
引
用
法
を
全
体
的
に
検
討
し
た
。
そ
こ
で

は
特
に
、
㈹
律
の
規
定
に
つ
い
て
言
及
す
る
場
合
へ
そ
の
所
在
条
文
の
表
示
の
仕
方
に
は
一
一
一
段
階
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
回
各
種
の
動

詞
や
前
置
詞
を
媒
介
し
て
律
の
規
定
に
言
及
す
る
場
合
、
律
文
そ
の
も
の
が
忠
実
に
引
用
さ
れ
て
い
る
事
例
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

節
略
文
や
取
意
文
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
注
釈
者
の
解
釈
論
を
展
開
す
る
事
例
さ
え
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
㈹
「
盗
耕
」
関
連
穴

記
注
釈
の
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
語
を
伴
わ
ず
、
直
ち
に
律
の
規
定
に
言
及
す
る
場
合
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
、
に
つ
い
て

述
べ
た
。

た
い
。

（
⑫
）
前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』

（
週
）
『
唐
律
通
論
』
一
七
八
頁
。

（
ｕ
）
『
唐
宋
法
律
文
書
の
研
究
』

（
通
）
前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』

次
い
で
、
三
節
で
は
、
田
令
競
田
条
・
穴
記
の
「
盗
耕
」
に
関
す
る
注
釈
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結

果
、
㈹
田
令
荒
廃
条
・
穴
記
の
注
釈
内
容
と
の
比
較
か
ら
す
る
と
、
当
該
穴
記
の
注
釈
は
律
文
そ
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
、
回
そ
の
所
在
条
文
の
表
示
の
仕
方
か
ら
は
、
そ
れ
を
戸
婚
律
盗
耕
種
公
私
田
条
に
特
定
し
得
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
、
い
そ
の

注
釈
に
み
え
る
「
積
年
」
と
い
う
表
現
の
検
討
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
注
釈
の
根
拠
と
な
る
条
文
は
決
し
て
戸
婚
律
盗
耕
種
公
私
田
条

四
む
す
ぴ

六（癩騨鱸藥）、一一一一一七頁。

九
三
頁
。
そ
の
趣
旨
は
、
滋
賀
説
と
同
一
と
も
と
れ
る
。

六
（
燕
曄
鰄
韮
）
、
二
四
八
頁
。
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こ
の
「
盗
耕
」
関
連
穴
記
注
釈
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
は
、
前
稿
執
筆
の
過
程
に
お
い
て
念
頭
に
な
か
っ

た
わ
け
で
は
勿
論
な
い
。
可
能
性
と
し
て
は
二
通
り
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
一
つ
は
、
穴
記
が
唐
律
の
知
識
に
基
づ
い
て
行
な
っ
た

注
釈
で
は
な
い
か
と
す
る
見
方
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
日
本
律
に
お
け
る
他
の
条
文
の
規
定
を
根
拠
と
し
た
注
釈
で
は
な
い
か
と

す
る
見
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
何
人
か
の
方
か
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
段
階
で
は
、

復
原
さ
れ
た
律
文
を
含
め
て
日
本
律
の
中
に
は
、
当
該
穴
記
の
注
釈
内
容
に
相
当
す
る
規
定
を
全
く
見
出
し
難
く
、
ま
た
、
穴
記
は

唐
律
令
に
関
す
る
見
識
を
比
較
的
に
多
く
有
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
前
者
の
見
方
で
も
っ
ぱ
ら
お
答
え
し
た
。
し
か
し
、
穴

（
１
）

記
が
唐
律
の
規
定
に
言
及
す
る
場
合
は
「
本
律
」
と
い
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
「
積
年
」
と
い
う
表
現
の
検
討
か
ら
い
っ
て
も
、

こ
の
見
方
が
成
立
す
る
の
は
か
な
り
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
結
局
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
当
該
穴
記
の
注
釈
は
、
日
本

律
に
お
い
て
ま
だ
復
原
の
行
な
わ
れ
て
い
な
い
規
定
を
根
拠
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
に
伴
い
前
言
を
訂
し
た
い
。

本
稿
の
結
論
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
史
料
的
裏
付
け
と
説
得
力
を
有
し
得
た
か
に
つ
い
て
は
、
正
直
い
っ
て
甚
だ
心
許
な
い
状
況
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
結
論
に
よ
っ
て
、
日
本
律
に
は
戸
婚
律
盗
耕
種
公
私
田
条
が
欠
落
し
て
い

た
と
す
る
拙
論
が
、
程
度
は
と
も
あ
れ
補
完
さ
れ
た
こ
と
自
体
は
、
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
行
論
の
途
上
、
二
節
の
注
（
Ⅲ
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
戸
婚
律
里
正
授
田
課
農
桑
条
に
対
応
す
る
日
本
律
も
欠
落
し
て（
２
）

い
た
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
唐
一
戸
婚
律
占
田
過
限
条
に
対
応
す
る
条
文
も
、
日
本
律
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
戸
婚
律
の
田
地
に
関
す
る
規
定
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、
日
本
律
に
お
い
て
は
、
唐
律
を
三
ケ
条
ほ
ど
削
除
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
わ
が
国
の
実
情
に
合
わ
せ
て
日
本
律
の
編
纂
者
が
あ
る
条
文
全
体
を
削
除
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ

定
し
た
。

で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
目
戸
婚
律
過
年
限
賃
租
田
条
に
関
す
る
律
文
復
原
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
穴
記
が
依
拠

し
た
律
の
規
定
は
、
同
条
の
「
財
没
不
追
」
の
規
定
に
付
随
し
た
形
で
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
律
疏
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
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（
３
）
『
律
令
及
び
令
制
の
研
究
』
二
八
頁
以
下
。

（
１
）
前
掲
『
日
本
律
復
原
の
研
究
』
一
六
一
・
二
頁
。

（
２
）
前
掲
『
訳
註
日
本
律
令
』
二
（
“
》
文
風
〉
、
三
七
四
頁
で
は
、
同
条
の
復
原
は
全
く
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
も
何
ら
一
百
及
は
な
い
。

こ
の
条
文
は
限
度
を
超
過
し
た
「
占
田
」
行
為
に
関
す
る
処
飼
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
唐
田
令
一
六
条
の
本
制
規
定
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
（
「
律
令
制
下
の
園
宅
地
所
有
に
つ
い
て
」
、
服
藤
弘
司
・
小
山
貞
夫
綱
『
法
と
権
力
の
史
的
考
察
』
四
一
七
頁
）
、
こ
の
よ

う
な
本
制
規
定
は
、
日
本
田
令
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
点
は
、
吉
田
孝
氏
が
説
く
と
こ
ろ
の
（
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
二
○
六
頁
以
下
）
、
中
国

の
均
田
制
は
、
屯
田
制
的
要
素
と
と
も
に
限
田
制
的
要
素
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
の
班
田
制
は
後
者
の
要
素
を
欠
落
さ
せ
て
い
た
こ
と
と
も
関

係
す
る
。
こ
の
よ
う
な
唐
田
令
と
日
本
田
令
と
の
栂
造
的
な
相
違
を
考
え
る
と
き
、
同
条
は
、
お
そ
ら
く
日
本
律
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で

（
３
）

と
は
、
夙
に
利
光
一
一
一
津
夫
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
戸
婚
律
に
お
い
て
ｊ
Ｕ
、
唐
律
に
存
在
し
た
い
く
つ
か
の
条
文

が
削
除
さ
れ
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
来
、
逸
失
し
た
日
本
律
の
復
原
に
お
い
て
、
唐
律
と
の
単
な
る

語
句
上
の
対
応
関
係
の
み
で
、
日
本
律
の
存
在
を
当
然
の
前
提
と
す
る
傾
向
が
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
が
、
や
は
り
彼
此
の
律
令
の

規
定
相
互
間
に
お
け
る
構
造
的
な
差
異
を
十
分
に
考
慮
し
、
日
本
律
に
唐
律
と
対
応
す
る
条
文
が
欠
落
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
、

今
後
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
日
本
律
に
お
い
て
削
除
さ
れ
た
条
文
や
規
定
を
通
し

て
、
日
本
律
の
特
色
の
一
端
を
垣
間
み
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
賛
言
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
律
復
原
研
究

の
際
の
留
意
点
の
一
つ
に
な
り
得
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

係
す
る
。

公
の
マ
ゥ
、
？
。
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